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映画「椿三十郎」とその“原作”
畑　中　基　紀
　作品とは何だろうか。たとえば，小説を読むという行為において，人が実際に目を走らせる
のはふつう，印刷された文字の並んだ頁の平面上であり，それらの文字記号によって表現され
た意味の総体を包含する一つの閉じた統一体がテクストである。この点において，作品を読む
行為を，テクストを読む行為と言い換えることも可能だろう。
　では，その小説が映画化された場合はどうなるか。そうした映画の場合，「原作」の小説と
同じタイトルをもつこともあれば，そうでないこともある。が，いずれにしてもその映画は，
小説とは異なる記号表現の体系によって構造化される固有のテクストとして，いわば原作から
は自立している。すなわち，両者はふつう別個の作品とみなされる。だが，それでも人はまた
両者を「同じ作品」とも呼び得るのではないだろうか。
　その場合，二つのテクストの間ではストーリーや，登場人物の名前，そのキャラクターをは
じめとしたさまざまな設定が共有されていることが多いだろう。しかし，そうしたことは両者
の関係が成立するための絶対的な条件だろうか。それらの要素が著しい相違をみせていたとし
ても，なぜか「同じ作品」であることを多くの人が認めてしまう例もあるはずだ。そのような
場合でも，原作と映画との間に共有されている何かが，「同じ作品」という関係を成立させる
ことに与っているはずであり，その何かとは，作品というものの本質に関わる重要な要素であ
るだろう。
　こうした問題を，具体的なテクストどうしの関係を分析することによって考えていくための
前提作業として，本稿では原作と映画との間でのストーリーの異同を整理することを試みる。
小説や映画について，それがどんな作品であるかを語ろうとする際に，多くの人が重きをおく
のがストーリーだからである。そのため，映画テクストそのものについてはひとまず措いて，
山本周五郎の小説「日日平安」と，黒澤明によって書かれたが映画化は実現しなかったシナリ
オ「日々平安」ω，そして，主人公と目される登場人物のキャラクターが大幅に変更されるな
ど，これが「全面的に書き直され」｛2）て実際に映画化された，とされる「椿三十郎」のシナリ
オの三つのテクストを対象とする。
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1　まず，二つの映画シナリオを対照し，「日々平安」が「椿三十郎」へとリライトされること
によって，何が変わったか，また何は変わらなかったのかを見てみたい。表1は，各シーン毎
に両者の間での主な変更点や異同などを整理したものだが，それぞれのシーンに付されたタイ
トルどうしの対応関係に明瞭に表れているように，ストーリーの構成それ自体は，ほとんど変
更されていない。基本的には，端的に《同じ話》と言い得るほどなのである。
　もちろん，小説「日日平安」の主人公「菅田平野」にきわめて近い印象を与えるキャラクター
として設定されたものと思われる「杉田平野」から，黒澤の前作「用心棒」（1961東宝・黒澤
プロ）の主人公「桑畑三十郎」の再登場として取り込まれた「椿三十郎」へと，井坂，寺田，
保川らの未熟な若侍たちを助け導く主要人物のキャラクターが変更されたことに伴い，その台
詞の多くが，言い回しや口調などを改められている。とはいえ，ほぼ同様のストーリー展開に
おいて，その展開を構築していくために担う登場人物としての機能，すなわち，若侍たちにとっ
ては外の世界から突然やって来て，彼等を巧みに導きながら城代家老の救出と「好物」の逮捕
を成功させるという役割りが共通であって，そのため両者の台詞が同じシチュエーションで，同
じ相手に対して発せられることになり，その内容も同じという場面が多いのである。たとえば，
シーン4「社殿の中」（どちらも）の，それぞれの登場場面での台詞を並べると，このようになる。
三十郎
杉　田
三十郎
杉　田
三十郎
杉　田
「一寸，待ちな」
「失礼ですが……皆さん」
　　　　　　　　　　　　　マ　マ「（生あくびをしながら）手前達の話聞いてると，全く」
「……どうもその……皆さんのお話をうかがっていると」
「馬鹿野郎ッ……逃げるつもりなら，はじめっから出てきやしねえや」
「ま，落ちついて下さい……私は　げもかくれもしません，その気があるなら，のこのこ出
ては来ませんよ」
　それに対して，「椿三十郎」では三十郎という，いわば超人的なキャラクターと釣り合う剣
の使い手であり，三十郎と彼に指揮された若侍たちとが現場で直接対峙する敵方の指揮官とな
る室戸半兵衛という新たな登場人物が導入されたことによって，いくつかのシーンが加えられ
ている。まず，社殿の外で，若侍たちを捕らえに来た大目附けの手勢を三十郎が一人で迎えて
追い返す，両者の出会いのシーン（＃9），自らスパイとして大目附の役宅に乗り込んだ三十郎
が，仕官を乞うかのように室戸を欺いて杯を交わしてから，三十郎を疑って尾行して来て捕縛
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された若侍たちを救出するため，彼が余儀なく，20人程の敵方を一気に斬殺するまでのシー
クエンス（＃48～63）が，これにあたる。
　もっとも同じ理由で，従来からあった場面に室戸が，あるいは室戸と三十郎とのダイアロー
グが加筆されたシーンも少なくない。これには＃15，25，44，78，80～83・85，93，101～103，106，
そして血闘の場面を含む＃108などがある。
　ほかに三十郎というキャラクターの形成を補う目的で加筆されたと考えられるのが，最初に
窮地を救った後で若侍たちに金をねだる場面（＃10の一部），また，城代夫人が三十郎に「あ
なたは鞘のない刀みたいな人……よく斬れます……でも本当にいい刀は鞘に入っているもんで
すよ」とたしなめる場面（＃16の一部）などである。ただし後者では，その直前に夫人が三
十郎に『でも，助けられて，こんな事言うのはなんですけど，すぐ人を斬るのは悪い癖ですよ』
とたしなある台詞が，「日々平安」のシーン17で，夫人が保川に対して『刀をさしてるからっ
て，すぐ人を斬りたがるのは悪い癖です』と述べることを踏襲している。
　逆に，「日々平安」では反復される，杉田の黙考場面にその内容をヴォイス・オーヴァーで
重ねるカット（たとえば，＃10，15，82，130など）は，三十郎には一切引き継がれず，それら
を含む，杉田が鼻毛を抜きながら熟考する場面（他に＃37と46のそれぞれ一部）は「椿三十
郎」では削除されているのである。また，冒頭の社殿のシークエンスで杉田は若侍たちに，自
分もかつて，彼等と同様に「好物粛清」を試みて失敗し，結果として浪々の身となったと経験
を語るが，これも削除される。三十郎の心中を語るナレーションは一切用いられず，この点で
も，キャラクターとしての杉田と三十郎とは対照的である。
　なお，登場する場面は少ないが，もう一人「椿三十郎」で大きく改変された人物として，若
侍側の捕虜となる敵方の侍，木村をあげることができる。この改変に伴い，シーン46は内容
が全く差し替えられており，＃88などに若干の加筆が見られる。
　　　　　　　　　衷1　シーンごとにみる「日々平安」と「椿三十郎」の対照
「椿三十郎」
@（1962）
「日々平安」
@（1958） 主要な変更点・備考
1 ある城下 1 （F・1）森
2 森の中 2 森の中 （ほぽ変更無し）
3 社殿 3 社殿
4 社殿の中 4 社殿の中 ・（＊井坂が引用する城代の言葉）「人は見か
けによらないよ（略）第一，一番悪い奴は
とんでもないところに居る』（「椿三十郎」
以下「椿」）←『一番悪い奴は一番善人面を
してるものさ』（「日々平安」以下「日」）
・「薄暗い社殿の奥」からの浪人の登場の仕
方はほぽ同じ。ただし菅田は言葉遣いも丁
寧で謙虚な態度。
・若侍たちとの会話の中で三十郎には無い杉
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田の台詞。『しかし，私もね，二年程前，
ﾝなさんと同じように好物粛正ってやつを
竄ﾁたんです，ところが一番信用していた
V職の一人が黒幕でね，逆にこっちの方が
､まく料理されて，このざまです……だか
轣C皆さんの話が，他人事とは思えず，よ
ｯいなおせっかいに飛び出したわけですが』
??????森の中
ﾐ殿の中
Xの中
??森の中
ﾐ殿の中
Xの中
（ほぽ変更無し）
@　　　　　　　　　F8 社殿の中 8 社殿の中 ・『ま，俺にまかしな』（「椿」）←『　げましょ
､』（「日」）
9
??
10社殿の中
・10の前半まで「日」に該当シーン無し
E三十郎による菊井の手勢との「鞘ぐるみ」
ﾌ立ちまわり。室戸との出会い。室戸が三
¥郎に声をかける。・三十郎『礼の言葉なんかいらねえから，少
@し金をくれねえか』（←菅田は無心せず）。
9 藪の中 ・「椿」＃10（b後半，すなわち『城代家老が
?ﾋえぜ』から『こうなったら，死ぬも生
ｫるも我々九人』／『十人だ！」（「椿」）ま
ﾅの対話の内容は，「日」の＃9とほぼ同
@じ。
旺
灘　　　”『齢”唖9固 10城代の屋敷裏 ・塀の外で鼻毛を抜きながら黙考する杉田。
買Hイス・オーヴァーで独白「俺は，この
ｲを絶対にはなさない・・…・この機会をもの
ﾉして，なんとか職にありつく手だ」
11城代家老の屋敷
@　　　　　　1誓
ll城代の邸内 ・城代邸の異変を認知する点は同じ。ただし，
u伯父の部屋』に見張りは「大目付の配下
ﾌ者』（「椿」）←「伯母の部屋』に『黒藤の
ﾆの奴』（「日」）。三十郎の『こう金魚のウ
@ンコみたいにつながって来られちゃ始末が
ｫいな』に対応する発言は「日」に無し。
12厩の前 12厩の前 （ほぼ変更無し）
13まぐさ小屋　　：：
@　　　　　　…
@　　　　　　■
13馬草小屋 ・こいそが出て行くまではほぼ同じ。『いい
?ｾ……お前達より頼もしいぜ』（「椿」）
ｩ『なかなか忠義者らしいですな』馳（「日」）・保川の『何から何まで貴方に指図をされる
ﾌは困る』は「椿」のみ。ただし，三十郎
ｪ次の行動を指示するそれに続く対話の内
eは，「日」では杉田の長台詞に集約され
ﾄいる。
14城代家老の屋敷裏 14城代の屋敷裏 （変更無し）
15邸内 15邸内 ・若侍達に母娘奪還の際に刀を抜かぬよう命
ｸる点は共通。・「日」では杉田がここで再び鼻毛を抜きな
ｪらの黙考，『俺は今や軍師の位置につい
ｽ……しかし，あんまり調子に乗ると危な
｢』
16邸 ・「椿」では室戸と見張りの侍達との遣り取
@りから突入の契機をつかむが，「日」では
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16
17
18
19
’20
21
22
23
24
25
26
，27
まぐさ小屋
まぐさ小屋・表
邸内・裏
寺田の家・庭
同・一室．
庭●
?
…?
?
??…?
同・庭
’椿屋敷
同・茶室
寺田の家・一室
椿屋敷・茶室
17．
18
19
20
21
馬草小屋
（ママ）
秣小屋の前
庭
．邸内裏
寺田家の庭
??、?薩1
??
22寺田家の一室
盤繍嚢琵灘轟≡
23
24
25
26
椿屋敷
その部屋
寺田家の二室
黒藤の茶室
＃15の最後で杉田が“くしゃみ”，＃16は
その音を聞きつけて戸を開く見張りを，縁
の下に伏せていた井坂が引きずり落とす。
・夫人の『私，．前から，あの菊井と云う人は，
どうも轟が好かなかったんですけど』（「日」）
を削除。（「椿」）
・杉田自ら名乗る『杉田平野と申します』／
夫人『名前も苗字みたいですね』（「日」）
・夫人の『もう少し休まなきゃ歩けませんよ』
は「椿」のみ。
・「わたし，ここへ入るのもはじめて」（「椿」）
以下の母娘の対話はほぼ同じ。
・生け捕った見張りの侍に対し，三十郎は
『面を知られたんだ，叩ッ斬る他ねえぜ』，
杉田はr連れて行きましょう』
・夫人の三十郎に対する「あなたは鞘のない
刀みたいな人（略）でも，本当にいい刀は
鞘に入ってるもんですよ』に該当する台詞，
「日」には無iし。
・「椿」では＃20にある，・城代を奪い返すこ
とのみを目指すと行動指針を定める，母娘
も交えた遣り取りは「日」では，引き続き
馬草小屋のなかで行われる。
・馬を放つのは寺田と保川（「日」），「椿」で
は三十郎，またワンカットで見張りの侍達
の動きまで。
・ほぼ同じだが，「日」では夫人の踏み台に
なるのは捕らえた見張りの侍。
・流れで足を洗う母娘（「椿」）←塀越しに隣
の様子をうかがう寺田のみ（「日」）
・三十郎『俺は酒を飲んだ方が頭がよくなる
ん．tcぜ』（「椿」）
・「日」＃17にあL・，た打ち合わせ。’（「椿」）
・夫人『ところで，あなたのお名前は』（「椿」）
・椿の植え込みのショット（「椿」）．
・「もうそろそろ四十郎ですが』（「椿」）
一一寺田『黒藤の庭は椿邸と呼ばれている位，
椿だらけなんですよ』は共通。「日」では
その後杉田が『へえ，変わってますな，武
家は昔から椿を嫌う』
・寺田が塀越しに隣の様子をうかがう。（「椿」）
（変更無し），
（ほぽ変更無し）
・保川『好物共はきっと隣にいるぞ』（「椿」）
三十郎の台詞は無し←杉田「好物共はきっ
’と隣にいます』（「日」）
・菊井「手筈通りでいいでしょう。城代は二
人を助け出された事は知りません』が共通，
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ノ
他もほとんど変更無し。ただし「椿」は室
戸が注進。
ママ28寺田の家・一室 27寺田の家・一室 ・守島『菊井のところが臭い，一人あわてて
入って行った奴がいるぞ』は共通だが，
厚醒”” llri　l・　…”∵▼”「椿」の関口『どうも竹林の所が怪しいそ』
は，「日」では＃29。また保川の『奴等は「 集まっていないらしいな』に対する寺田の
，魯　・ ℃　　ウ 『御城代を監禁したどこかへ，きっと集ま
?
ξ4、．1豪
る』は，＃31で杉田の台詞に。・「椿」では最後に三十郎が『城代家老が消
7ξ　　　　　ポV えちまったんだ，どういう訳だって騒ぎ廻
厄η 1憲lr るんだ』と次の指示をする間に太鼓の音が??　　湊嚢1　鉱．　き一∴ミ蕊ξ　芸賦 聞こえてくるが，これも「日」では＃31
ﾅ杉田の台詞。
29椿屋敷・茶室 28黒藤の茶室 ・菊井「予定の行動です」（「椿」）←注進は菊
井の家にも，と黒藤の台詞。（「日」）
タ　・，　　　弱
@」轟ζ　囁　， 29寺田の家・一室 ・上記関口の台詞。（「日」）
駅、磁 30黒藤の茶室　　　　、 ・菊井『これで，例の一味も，ここに我々が
『　　r宅風 集まってるとは考えませんよ』（「日」）
?
31寺田の家・一室 ・保川『奴等は集まってなんかおらん』にた
ρ　　蝋　　σ　　辱　　㎜，
いし上記杉田の台詞と太鼓の音。（「日」）
32 r黒藤の家・茶室 ・菊井「予定の行動です』（「日」）
30大手門 33大手門 （変更無し）
31高木レ 34高札 ・高札の内容は，城代の名が「睦田弥兵衛」
（「椿」）←「睦田精兵衛」（「日」）であること，
「日」が菊井と黒藤の連名であるのにたい
し，「椿」が菊井のみであることの他には
漢字の訂正等にとどまる。オーヴァー・ラッ
プの指示も共通。ただし，映画では高札を
読み上げる寺田の声を，見上げる若侍たち
の顔の映像にヴォイス・オーヴァー。
32寺田の家・一室 35寺田の家・一室 ・（敵方の出方を推測するほぼ同内容の対話）
三十郎『いや，動くね』（「椿」）←杉田『きっ
と動きますよ』（「日」）。
33椿屋敷・茶室 36黒藤の家・茶室 ・竹林『とにかく，奴等をなんとかせぬこと
には危ない』までの三人の会話は共通。
、　r’ ’げ E警ρ管∵　　°〒定丹7二　。 ・「椿」では，つづけて菊井がダミーの駕籠
．罎 を使った陽動作戦を提案。（「日」では＃38）
，…名　　・’
尋讐；・　挿『一，毫；’’1鴬．　　定　・　㌧・げ　　　　　で 37寺田の家・一室 ・鼻毛を抜きながら思案していた杉田，これ?
i冥蓄．｛：1宝　’　≒　　　　　　　　　．　F　　　　　　覧，　　　　P までどおり三人の家を見張り，動向を探る
ｱとを提案。（「日」）
耳　　　　　薪
常　　　ヒ
@7、
＆　　し・ゑ　　　　ち　　． 38黒藤の家・茶室 ・菊井が陽動作戦の提案，会話の内容は「椿」
狽R3の後半とまったく同じ。
34同・門 39黒藤の門
35 その門の見える小路　　　、 40その門の見える小路 （変更無し）
36道 41道
37寺田の家・一室 42寺田の家・一室 ・菊井の作戦に乗せられた見張りたちが次々
に報告に戻る様子をワイプで重ねる構成を
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はじめ，ほぼ変更無し。
・最終的に合流した三人の駕籠を追おうとす
る若侍たちに対し異議を挿むのは三十郎も
杉田も同じ。『
38赤松街道A 43街道A ・以下のシークエンスで，「日」で駕籠を付
けるのは島ロー人。・?
　冷
ﾟ
44間道 ・「急いでいる九人」（「日」）
」詩，・・，9■
・ ・ρρ層 ，39松林A 「φ 2　　　　　　　　串V ・三十郎『待ちな，俺はどうも気乗りがしね
7　　卜 〃　　ノ え』・
議・髪
40赤松街道B
?????
・「進む三つの駕籠」（「椿」）
41松林B 織雛 鍵灘灘繊 ・三十郎『待てと言ったら待て』（「椿」）
42赤松街道B 45街道B ・十五，六騎が駕籠の行列を追ってくるのは
共通。
43 松林B 灘籔難鍵 ・「椿」は＃43として若侍達のリアクション?}入。
44赤松街道B ・騎馬侍達と黒藤別邸の伏兵達との遣り取り
は共通。「日」ではここで島口があわてて
引き返す。
45松林B 雛苺騒灘灘 ・三十郎『手前達にはあいそがつきたぜ』i「椿」）
46寺田の家・一室（夜） 46寺田の家・一室（夜） ・「日」では，ま、た鼻毛を抜きながら考える
杉田に1保川・井坂が・「好物三人」の居場
所をあれこれ推測するシーンだが，「椿」
では，三十郎と若侍達が戻ると，城代の屋
敷から拉致した大目付配下の見張り，木村
が飯を食っているシーンた差し替え。木村
『奥方は私が逃げるなんて少しもお考えに
ならない・；…・これじゃ逃げられません』
47椿屋敷・茶室 47黒藤の家 ・「日」は庭で作戦の失敗を巡り三人が言い
争い，別邸に集まった勢力を椿屋敷に移動
させるよう主張するのは竹林←「椿」では
菊井が提案する～『今が勝負時です』。
・「全く策士，策に溺れるとはこの事だ」と
いう竹林の台詞は共通。層
48寺田の家・一室 ＊「椿」の＃48～＃63は，「日」・に該当シー
@ン無し。・三十郎，『（菊井に）俺を売り込み行くのよ』
@と出て行く。若侍達は三十郎の意図を巡っ
ﾄ言い争う。（「椿」）
49大目付の役宅・表 ・室戸『よう，来たな』層（「椿」）
50寺田の家・一室
ｴ
・＃48の言い争いが続き，けっきょく4人
ｪ代表で三十郎を見張りに出る。木村『私
烽?ﾌ浪人を信用しますね』（「椿」）
51大目付の役宅 ・（邸内の様子を窺う三十郎）
52同・一室 　　　　，雫，E室戸『悪い奴は大目付の菊井の方さ』（「椿」）
53大目付。門 　　　　　　　　，E三十郎「おい，誰かつけてくるぜ』（「椿」）
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54四ツ辻 ・三十郎『この青侍……ちょっと手こずらせ
やがった』（「椿」）
55大目付・門内 ? ・三十郎『この小入数で連れて行くのは危ね
えぜ』（「椿」）
56四ツ辻
’㌃
@　　5 ・三十郎『俺も一緒に行く』（「椿」）
げ
ドレ　　　　　　　　　　・
57大目付・門外 6 ・三十郎『いけねえ，あの三人はもう斬られ?
てるぜ』（「椿」）
58四ツ辻 凱 1・「　　“
@　髭
・（死骸のロングショット）
羅　　ζ，　　多　・
59大目付・門外 ザ　　　　　　　　　　　　　　　　西　　　　　　　げ@　　　　　　　　囁@　f
・三十郎『使いには俺が行く。場所はどこだ』
r 　　　…h （「椿」）
60同・門内 挿揚1　舞雌ll羅、∵ll・
冝@毒
・三十郎『手前達のおかげで，とんだ殺生を
@したぜ』（「椿」）
61同・門外
???　　　　　　F　　rト
?C難　　鴛 ・（駆けつけて驚く室戸）? 石　　　　　　　只　　　　’62同・門内 ?裁　を解議影ρ@　　藤羅　　ね雛’@　　粥羅諺
・室戸『このザマでは貴様を推挙する訳には
｢かんぞ』（「椿」）
63寺田の家・一室
?? 難難霧饗 ・三十郎「俺は白髪の……七十郎だぜ』（「椿」）
監嘱f弼婁肥鞭撫　　　　　　・羅幅厄
1　綴藩　　枷　燃3　　　　　　　灘
ｹ難懸鶴纏難　　藁撚灘　　鍵糀欝懸盤難 48椿屋敷の庭 ・（清水の流れ。以下のシーンで，城代夫人
ﾆ娘が，流れに沈む血判状の断片を発見す
驕j
64同・庭 49寺田の家・庭　　、
65同・流れ 50流れ
66同・庭 51寺田の庭 （ほぼ変更無し）
67同・廊下 52寺田の家・廊下
68同・庭 53寺田の庭
69同・一室 54寺田の一室 ・意見書の断片を拾い集めた寺田が入ってく
るまではほぼ同じ。
・井坂の「伯父は隣にいる』（「椿」）は「日」
では杉田の台詞。
・「椿」は三十郎の「菊井の手勢は隣にいる……
嘘だと思ったら覗いて見な』という台詞が
続き，寺田が出て行って終わり，以下の部
分は無し。
劉冊「脚
5｝一…”“…需…@…灘爾罪羅．
@　　　・耀　　ダ遡，「　四@㌦　　　　謬； ・「日」では，隣邸のどこに城代が監禁され?
冤鴛・』　　　　　繋 ているか不明のまま乗り込むのは危険だと
”ゴ 主張する杉田，夫人と若侍達が言い争う。
．　　　　　　　　　　早「♂
???
　　　　鴇鎌灘・・睡　　　鞘㌃・ 夫人『すぐ命をかけたがるのは悪い癖です』
E押し入れに軟禁されていた黒藤家の侍（cf．
．　　　　　　　　　　　　　繧
@　　　’っ雪占宅 ＃17），城代が蔵の中に監禁されているこ　　店@　　　　　　　　鴇黷煌試O謁一．一・ とを示唆，自ら押し入れにもどる。（「日」）
70同・庭 　　　　　3W　“　5　；@　　鷲賦 ・（寺田が塀越しに覗くと，庭一杯に大目付71椿屋敷
ん　h
o 　 　さ　，　此@　　　葺…㌦ゴ　L の手勢が待機している）（「椿」）
72同・茶室 55黒藤の家・茶室 （ほぼ変更無し）
1郵 　　　　　穿Lo　ヱ　　 　　 　　葦　　　」 56黒藤の門
　翫　　　　』
u　署　　　　P
@　　　努茎
57黒藤の門の見える小路 。武装した大目付の手勢が黒藤邸に入る。i「日」）…
「 58黒藤の門
lOO
映画「椿三十郎」．とその“原作”
73寺田の家・一室 59寺田の一室 ・次の手として「光明寺」の山門の上から若
?Bが集まっているのを目撃したと密告に
sくことが提案されるという内容は共通。
O十郎が提案（「椿」）←杉田が提案（「日」）
74椿屋敷・茶室 60黒藤の一室 　　　　　　　　　　　　　　　　　　響E菊井『最後の手を使いましょう』（「椿」）←
ｯ『自殺と見せかけるんです』（「日」）
75寺田の家・一室 61寺田の一室 ・ほぼ変更無し。流れに椿の花を流して合図，
ﾆする事が決まる。『わたしは掬い椿の方
ｪ好きですよ』（夫人）なども共通。
Eただし「日」『ﾅは，夫人が杉田に『あなた
ﾍ大丈夫ですか』．とたずねる。杉田は無言
ﾅ出て行く。
76椿屋敷の門 62黒藤の門 ・三十郎『あけろッ……室戸に会いたい』
i「椿」）←杉田『裏へ廻れ？　私は物乞いで
ﾍない。』（「日」）
鞭獅響“「
?@　　　　．
??????
63黒藤の家・庭先 ・杉田『ご主人に会えないのなら帰ります』
i「日」）　　　　　　　　　，曹「99曾9曾曾曾曾曾．曾，
64，，「蕪｡の家・一室 ・出された茶菓に顔をしかめる杉田（「日」）
77寺田の家・一室 65寺田の庭曽曾．，曾，．「曾．，，．，，，， ・残った若侍達，光明寺の門には二階がない
ｱとを思い出す。ただし，「椿」では木村
ｪ←「日」では寺田66寺田の一室
78椿屋敷・門内’ 67黒藤の家・一室『 ・三十郎が室戸に『俺が光明寺の山門の上で
Qていると』（「椿」）←杉田が黒藤に（「日」）
79寺田の家・一室 68寺田の一室一 （ほぼ変更無し）
80椿屋敷・廊下　　　　「，・曾曾9曾曾曾，，P
81同・一室
・室戸『貴様，暫くここで待て』（「椿」）　　　　　　　　　　　　　　　曾
E三十郎，土蔵より膳や櫃を持って出てくる．
O太夫を部屋の中から目甥。（「椿」）
E「ここにも紅椿，白椿」（「椿」）　　｝
82　　　9曽曾ｯ・中庭
?
撫ミ雛，　　　蕩罰　　　　　蕩　　　　　　　　　　　　鍛器響晦　　懸響ぎ　　1艦塁
’83
　　曹曹9曾，りFｯ・元の一室
69黒藤の一室 ・杉田，黒藤に食事をねだる。（「日」）・　　　　　　　　　　　　　曹曹曹9　　認警，　　第難甑‘
70
V1
V2
曹曹9「「9「曾・9曾曾曾．．曾曾
L下AL下B
L下C
「幽・，・「曾曾・曾9曾曾，，，
E「黒藤いそぐ」（「日」）
84同・茶室 73茶室 （ほぼ変更無し）
85同・元の一室 　ヂ「　　　　　　　　　門、B噺璽　　　　　　　藩ひド ・三十郎，室戸に食事をねだる。（「椿」）
86同。門 74黒藤の門 （変更無し）
87同・元の一室 ・75 黒藤の一室 ・変更無し。手勢の出て行く音に「ニヤリと
ｷる」三十郎（「椿」）←杉田「ニヤリとす
驕v（「日」）
88寺田の家・一室 ??寺田のr室 ・シナリオ上は変更無し。映画では喜ぷ若侍
Bに木村も加わる（「椿」）
89椿屋敷・r室 77黒藤の家・一室．『 ・三十郎出ようとすると食膳が運ばれてくる
i「椿」）←杉田は表を窺うのみ，食事が出る
ﾌは＃82（「日」）
101
78 ? ・「築山の椿，椿，椿。その裾の清水の流れ」
i「日」）
79黒藤の一室 ・その流れを眼で追う杉田，反対側の襖を開
ｯる（「日」）
80中廊下 ・杉田，薄暗い廊下から中庭の方へ移動
i「日」）
81中庭 ・杉田，土蔵に接近するも三太夫とはち合わ
ｹになり引き返す。「ここにも紅椿，白椿。」
i「日」）
　　　孫
@　　｝　四
@　轟　　奏p　鴛　　　　　　　　　　”　　キ
?@　毒　l　　　　　l　離　篇ピ15塗暑誤1・
82中廊下 ・立ち止まり，鼻毛を抜きながら考える杉田，
ｳきの土蔵が監禁場所と確信する。食膳が
^ばれてくる。（「日」）
E「薄暗い廊下の向うに，パッと咲いている
ﾖ」（「日」）
90寺田の家・庭 83寺田の庭 （ほぼ変更無し）
84黒藤の一室 ・三太夫に酒をすすめられる杉田（「日」）
85寺田の庭 ・＃83同様，流れを睨んでいる寺田（「日」）
86黒藤の一室 ・三太夫と腰元に見つめられながら食事をす
髏剴c（「日」）
87寺田の庭 ・流れを睨んでいる寺田（「日」）
88寺田の一室 ・井坂『遅いな』（「日」）→「椿」では＃95
隷蝿耀濡
?????????????????????????????????…??????????????????????????????????。??????｛?
89黒藤の一室 ・食事が終わり，三太夫達が出て行く（「日」）
90黒藤の中庭 ・三太夫と腰元，杉田の喰いっぷりを笑う
i「日」）
91黒藤の一室 ・そっと部屋を出る杉田（「日」）
92中廊下 ・杉田，侍達と出会い，余儀なく部屋に戻る
i「日」）
93黒藤の一室 ・侍の一人が杉田とともに部屋に入り座る
i「日」）
91椿屋敷・中庭 鱗蝦鞘灘購i。罫、竃臨無鵬塀雛、 ・庭に降りて紅椿の花をもぎ取り集める三十
Y。室戸『何をしている？』（「椿」）
92椿屋敷・茶室 94茶室 ・竹林『光明寺の話は真赤な嘘だッ！』（「椿」）
ｩ竹林『光明寺の門はただの藁屋根だと思っ
ｽが　　』（「日」）
　　　　　巽　　蓬　駕・峯箭1
Y1盤　凱　毛亀媚嶽　　蓬　：ゴ　　； 95黒藤の一室 ・杉田『ちょっと，お庭を拝見』と障子を開
ｯる（「日」）
93同・中庭 96廊下 ・三十郎が縛り上げられているところへ黒藤，
|林が駆けつける。室戸「昨夜も貴様，俺
ﾉ一杯喰わせたな』（「椿」）←杉田と侍が廊
ｺに出たところに，黒藤，竹林ら数人が駆
ｯつける。黒藤『そいつを　がすなッ！！』
i「日」）
E室戸，菊井の手勢を呼び戻しに走り去る。
O十郎，竹林と黒藤に「早いとこ，中止の
≒}をしねえと（略）お前達はお陀仏だぜ』
i「椿」）
102
映画「椿三十郎」とその“原作”
94
95
96
97
同・土塀
寺田の家・庭
椿屋敷・土塀
寺田の家・庭
98椿屋敷・中庭
????????。?。．．???．?、???
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
llO
111
112
ll3
一室
中廊下
中庭
黒藤の門
寺田の一室
寺田の庭
黒藤の中庭
寺田の庭
黒藤の中庭
街道
寺田の一室
寺田の庭
黒藤の中庭
街道
黒藤の中庭
街道
黒藤の中庭
・三太夫，塀越しに寺田邸を覗く
「日」では＃114
（「椿」）←
・流れを見つめる寺田。保川『遅いな』『乗
込もう！』（「椿」）
・驚く三太夫（「椿」）
・寺田『合図を待とう』（「椿」）←「日」では
＃117
・走り抜ける杉田，追う侍（「日」）
・逃げる杉田，追う侍（「日」）
・杉田，飛び降りて紅椿を必死で集めるが，
侍に羽交い締めにされる。流れに投げ込め
たのは一輪だけ（「日」）
・騎馬侍が飛び出す（「日」）
・「おソ！」という寺田の声に，一同が障子
を開ける（「日」）
・流れていく一輪の紅椿（「日」）
　　　　　　　　　　　　　　　ママ・三太夫「こやつ，つかまる時この赤い椿を
沢山持っていましたが』黒藤「赤い椿は何
の合図だ』三十郎『白い椿が中止の合図』
『ケチケチするな　　どんどん投げ込め』
（「椿」）←紅椿の下に縛り上げられた杉田，
城代側の廻し者ではと黒藤に尋問される。
侍『こいつ，捕えられる時，椿の花を夢中
でむしって投げようとしたんですが』（「日」）
・流れを見つめる寺田（「日」）
・黒藤『云えソ！あの椿はなんの真似だ？』
（「日」）
・馬を飛ばしている侍（「日」）
・保川「まだかッ！』（「日」）
・寺田「あせるな！』（「日」）
・黒藤，杉田をあった打ちにする。『云わぬ
かッ！！あの椿は何かの合図であろう』
（「日」）
・＃106の侍が追いつき，
隊（「日」）
引き返す菊井の一
・黒藤の打榔が続く。＃61の回想（夫人
『わたしは，白い椿の方が好きですよ』井
　　ママ坂『赤でも白でもいいでしょう・…とにか
　く椿を合図に』）を挿んで杉田『白い椿を
流す　　これが斬り込み中止の合図です』。
黒藤，配下に二度，寺田の庭の物見を命じ
る（「日」）
・早駆けで引き返す菊井の一隊（「日」）
・杉田「早く中止の合図をしないと取返しが
io3
?つきませんよ』（「日」）→「椿」では＃98
?? 114黒藤の中庭 ・木に登り隣を覗く物見の侍（「日」）→「椿」
1ヌ’　　苧 ＃94　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫
囁　〃　　　　」
ﾄ」 115寺田の庭（｛府瞼） ・保川『イチかパチか乗り込もう1』（「日」）
? →「椿」＃95
? 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　，
ママll6黒藤の裏庭 ・あわてて木からすべり降りる物見（「日」）
? ? →「椿」＃96
，　　　　　ゴ
P　　　　　挿　　「
’　　，
1　　こ
@　　　　｝ 117寺田の庭 ・寺田『今少し合図を待とう』（「日」）→「椿」
c　了タ 　　　　　　　　　篇v雫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亭　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　， ＃97?，
；・
E撹．・
m
　　　重’ド，蕃　　』・・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　手
E囎鐵断擦
118街道 ・早駆けで引き返す菊井の一隊（「日」）→
i「椿」）＃101
　・・多
C蒙瓢鷲a甑　層・．
霞紛漁一瀦1葦
@　　驚盤，鷺：醗
119黒藤の中庭 ・黒藤『みんな間違うな！！（略）白い椿だ
ｼ！！』（「日」）
99寺田の家・庭 120寺田の庭 （変更無し～寺田『来たぞッ』夫人『まあ……
綺麗だこと！！』）
100椿屋敷・中庭 121黒藤の中庭 。ほぼ変更無し。三十郎「斬るな！　斬るん
じゃねえ！』（「椿」）←杉田「斬ってはいけ
ません……斬るなら，足だけ……』（「日」）
101道 　　　　　　　　　　　肖　巨・??蜷洛p麹・疾駆する騎馬隊，菊井の手勢（「椿」）→i「日」）では＃118
102椿屋敷・門 122黒藤の門 。ほぼ変更無し。室戸「門を開けろ！　室戸
103同・門内 だ！』（「椿」）。泣きながら出迎える腰元
　　　　　　　　　　　翌蕊鴇読?@難観欝雛継講藩憲123蔵の外 ・「鍵がかかっている」（「日」）
124その中 ・黒藤，竹林らが坐っている（「日」）→（「椿」）
は＃105
彌諏脚隠一航　＿＿　　獄早　鱒　　ga叩　＿7　r　認総卯照＿
104同・中庭 125中庭・廊下 ・ほぼ変更無し。ただし，「椿」は菊井とと
もに室戸も駆け込み，三十郎が縛り付けら
れていた跡を見る。
105同・蔵の中 ・黒藤，竹林，三太夫が入っている（「椿」）
→（「日」）＃124
停　襯四鰍　r　　　　留㎜2
106同・中庭 126蔵の外 ・ほぼ変更無し。ただし「椿」では室戸『こ
一
れまでですな』。また「椿」では落ちた一
127椿の木 輪の椿は隣家へと流れていく。
箒　コ　’囁
瞭饗鷺導　　　甥黛；　　　　　　　　録　　　　　　　　　・毒・ 128椿屋敷の庭 ・散り尽くした椿の情景ヘオーヴァー・ラッ
i罪掘＿謬鍵．〆i プ（「日」）
107城代家老の家 129睦田の家・広間 ・睦田「桁はずれのああいう男は，儂には困
る』（「椿」）←睦田『儂は，お前さん達が云
う程，あの男を買わないね』（「日」）
108街道 130街道 ・恩人を連れ戻そうとする若侍達が追いつく
点は共通。
・「椿」では，三十郎が戻ることを拒否。室
戸を斬り，若侍達に「手前達も大人しく鞘
に入ってろよ』と言い残して，『あばよ！！』
・「日」ではまず「ボクボク歩く」杉田にヴォ
イス・オーヴァーで独白『いったい俺は，
104
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何故　げ出したんだ』，『虚栄心かも知れな
い』，『侍の良心の問題だ』，：『偽善者め！！』。
「
井坂達が追いつき戻るよう懇願すると，
「つい知らずお辞儀」をし，「ニッコリ」し
て『どうも有難う』
注：二重縁はワイプの指示がある箇所。
　繰り返しになるが，ストーリー展開に着目する観点からみれば両作品に大きな相違はなく，
概ね，「日々平安」のストーリーに室戸と三十郎との関係の変遷（出会い一接近一三十郎が欺
く一室戸が気付き憤慨する一最後の血闘）を示す各シークエンスが挿入される形で「椿三十郎」
が形成されているといってよいだろう。
　そのことに関連して他に注目すべき点としては，ワイプによるシーン間の接続の指示が共通
する場合が多いことがあげられる。「椿三十郎」のシーン＃9－10，13－14，15－16，18－19，29－30，
45－46，75－76と，それらに対応する「日々平安」の各箇所，また，短いカットを次々と継いで
いく構成の＃37（後者の＃46）である。「日々平安」執筆の際に黒澤がイメージ．していた映画
の物語構成が「椿三十郎」においても踏襲されている（3）ことを示す顕著な指標である。
　また，「社殿」での若痔たちの密談を浪人が「盗み聞き」をすることで，その浪人とともに
観客にも物語世界内の状況が説明され，浪人が若侍たちと行動をともにする契機となること，
城代家老が監禁されるのが「椿屋敷」であること，’若侍側が本拠とするのが塀を隔てた寺田邸
そ，両者の庭を貫いて流れる清流があり，突入の合図として，その流れに椿が投げ込まれるこ
となど，掌々の設定が共通している。さらにいえば，城代夫人と娘とが登場するシーンにおい
ては，とくに二人の対話をはじあとして，その台詞もほとんど変更が加えられていない点に注
目しておきたい。比較的短いカ．ットがデンボ良く重ねられることで緊迫感が持続され，若侍た
ちの早口の台詞の応酬が目立つ映画のなかセ，この二人だけは，暢気な内容の台詞が，ことさ
らゆっくりと発話されて，まさに《日日平安》と形容するにふさわしい，緩やかな時間が流れ
ることになるのである。いわば，「椿三十郎」は，依然として「日々平安」であり，また，「日々
平安」はずでにして「椿三十郎」であったのだ。
2
　次に，小説「日日平安」のストーリー展開を整理し，ツナリオ「日々平安」と対照してみよ
う。表2を表1とあわせて見ることで，小説の冒頭で描かれる浪人と井坂との出会いと，浪人
が若侍たちに協力するまでの経緯を除けば，黒澤が原作小説のストーリーをほぼ忠実に取り入
れながら，さらに大幅な加筆を施すことで一本のシナリオとして再構成したことが一目瞭然と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105
なる。
　発端の設定の変更による「社殿」のシークエンスの他に，新たに書き加えられたのは，城代
夫人と娘を奪還するシークエンス，，黒藤邸が「椿屋敷」であることと，若侍たちがその隣家で
ある寺田邸を本拠とすることなどの設定，また，「好物」側も若侍たちを捕らえようと次々に
手を打ち，そのこ．とによって局面がめまぐるしく替わっていく構成を形作る，その「好物」た
ちと，そうした状況の変化にも対処しなければならなくなる若侍たちとの行動を並行して描い
ていく数々のシークエンス，それに，椿を清流に流すシークエンスなどである。
　　　　　　　衷2小説「日日平安」のシノプシスとシナリオ「日々平安」との対応
小説「日日平安」 シナリオ「日々平安」（1958）
（1953） 対応するシーンと主な相違点など
・江戸へ向かう井坂十郎太，「尾羽うち枯らし
?
，　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　“
た格好」で腹を出して傍らの草原に座る男に ～　　　　　　　　　　炉　　　　　　怯ギ囁
呼び止められる。 ギ　　縫 弓ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」1　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配　　　「@　　　　　　　　　　パ　　　。　婁街 ・男，はじめは切腹するので介錯をと依頼する
?
　　　　　　　　　　　　　　　　　彦P騰、　寡　 一 　。の。『
一
も，『空腹で死にそうなんです』と借金を乞
､。 難薯礁藁繊戴
道 ・紙入れを忘れたことに気づき城下に戻るとい
､井坂に，困った人を見過ごすほど『私は不
l情な人間じゃあありませんからね』と，同
sを申し出る男。
???????????
総灘雛雛　　　　　『歪難　　　電　簾’　　　　　　　　　　　　　警；，　　　寧　　　　酬鞍竃．　　　二
・茶店で腹ごしらえをした後，途中の宿場で投 汐．櫓・堰p耳
難蓬、　　嬉　賎＿ξ継鍵　7　　　・
宿。名乗り合い（男の名は菅田平野），酒杯 襯1　呪 1鷺難　　｛　＿臨臼
を重ねる。 盤 ＿麟．繕。蜜鐵雛鑑、
・聞き上手な菅田，井坂の事情を聞く。悪徳重 1－4 ・井坂と城代の会見の模様は「社殿の
臣たちが「私利私欲のために平然と政治を素っ 中」で他の若侍達に語られ，杉田が
　　　　　　　　　　　　　　　　ママﾄいる」が，城代家老で井坂の伯父の陸田は 「盗み聞き」する。
「日日時事みな平安なり』と動こうとしない ・城代，井坂らの意見書を読み，その? どころか，井坂と仲間九人の「不穏な」計画 場で破る。井坂を江戸へ追いやった
を察知し江戸へ追い返した。井坂は藩主への りはしない。
直訴を考えている。 ・井坂は大目附け菊井の元へ回る。
「菊井さんはやっぱり本物だ』
・杉田，菊井の話には乗らず「少し様
・「しきりと思い耽りながら」鼻毛を抜き，く
@しゃみをした菅田，陸田の責任が問われるの
子を見る事」を勧める。
二
で江戸へ帰るべきではないと助言。 10 ・鼻毛を抜き熟考の場面は城代邸以降。
他に＃15，37，46，82
・菅田，加えて，「好物どもが策謀して，罪を 9 ・杉田は菊井が城代を「襲った」と推
陸田さんになすりつける」ことが心配だと述 測
屋 べる。 17 ・菊井の，罪を城代に転嫁する意図に
まで杉田が言及するのは大目附の口
・菅田，頭の中で「おれはこの機会をものにし 上を夫人から伝え聞いた後。
てやるぞ」「絶対にこの蔓は放さないそ」と
ｱれを仕官の手だてとすることを考え，井坂
9 ・寺田『死ぬも生きるも我々九人』杉
c「十人ですな……私も及ばずながに計画の実行を奨める。『及ばずながら助勢 ら』。「この機会をものにしてやるぞ」
しますよ』。 に対応するモノローグは＃10まで
無し。
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一一匿一一一置
・井坂，自分は城代の婿養子になるはずだと菅
cに明かす。
，噂曜▼曜，，曜甲職
・床に入っても寝付けぬ井坂。黒藤，仲島，前
ﾑといった好物の顔を思い浮かべるも，同時
ﾉ「『日日平安』などと云う，のんびりした
剣モﾌ顔がみえ」て，闘志がわかない。『戻っ
ﾄみたうえで肚をきめよう』とつぶやく。菅
cは熟睡。
??
タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ
@　　　　　　　　　　　，
@　　　　　　　　　　　　　臼
@　　　　　　　　　　　　　　ゆ
@　　　　　　　　　　　　　　gF
?
・翌日，夜を待ち城下に入った二人，柵の隙間
Cから城代の屋敷に忍込む。
10　　9，「畠畠畠E塀外で待つ杉田に井坂が塀の上から
閧?ｳしの琴越える。その際，下記
ﾌ『貴方の推察どおりらしいんです』
三
??・様子を探りに行った井坂を邸内の杉林で待つ專c，『おれは遭さない，この蔓は決して追
ｳない』とつぶやく。
10 ・杉田が塀外で『俺は，この夢を絶対
ﾉはなさない……この機会をものに
ｵて，なんとか職に』と黙考。
??・井坂『あなたの予言が当りました』。前夜に
髑繧ﾍ拉致され，夫人と娘が邸内の一室に監
10
T
・井坂『どうも貴方の推察どおりらし
｢んです』
禁されている現況を報告。 11 ・井坂「伯父がどうなったかまだわか
@りません』
・馬草小屋に移動。侍女こいそ，大目付菊井が
髑繧?f致した状況を話す。菊井は夫人に
w御家老に汚職の事実があり，それが暴露し
ｽそうで，罪状の浬滅を防ぐために非常の処
12．13・一ｯ，厩の前でこいそに選遁。馬草
ｬ屋に連れ込んで事情を聴く。こい
ｻは長屋に帰される。
置をとるのだとか聞きました』と述琴たとい
､。
17 ・城代拉致の際の大目附の口上は，救
o劇の後夫人から報告。
．・ 專c，井坂に『戻ってきてよかったですな』 轟羅灘難舞灘羅難難灘灘難羅
・夜半過ぎ。菅田考える。好物たちの意図を，
髑繧ﾉ自白書を強要し自害させて罪状を転嫁
ｷることと確信したどころで，鼻毛を抜き，
蛯ｫなくしゃみをする。
17 ・杉田「最悪の場合，御城代に告白書
?ｭ要した上，おそらく……』夫人
wおそらく……どうなんです？』杉，
c「おそらく……御城代に詰腹を……』????
・計画の内容を尋ねる菅田に，．井坂が「好臣諌
Eの趣意」と役割分担を記した，同志10名
ﾌ血判状を見せる。その他にそれぞれの配下
ﾈど総勢90～150名が集まる予定だったと明
ｩす。
49－54・血判状（意見書）は，夫人と娘が，
專c邸の流れの中に断片を発見，城
繧ｪ椿屋敷にいると断定する根拠と
ﾈる。若侍たちが配下を動員する計
謔ﾍ無し。??，??
・井坂，菅田の依頼で，寺田，保川ら「頼みに』なる」5名を呼が集あに出る。 霧難馨雛麟雛鍵
??・後に残った菅田「いまは軍師の位置についた
ﾌだ，（略）あとはこのへぽ頭からどれだけ
ﾌ知恵が出せるか（略）これだけが問題だ」
ﾆ眩き，考えようとする。そこへ敵方の侍が
?ﾁてくる。菅田，巧みに相手の不意を衝い，
ﾄ「絞めおとす」。
15 ・母娘奪還の直前，睦田邸の庭木の陰
ﾅ考える。『俺は今や軍師の位置に
ﾂいた（略）なんとかこの機会を　
ｷまいと，無い知恵をしぼっている
ｾけだ……とにかぐ，よく考えて一
ﾂ……』。杉田が敵方の見張りと格
ｬする場面は無し。
・約二時間ののち。井坂が同志を連れてもどる。
宸轤黷ﾄ転がっている侍は二人に増えている。霧灘灘苺灘畿輔
五
・菅田，三首魁も含めて敵方を斬らないことを
蜥｣。
17 ・杉田『斬らずにすむのに，斬るのは……
@どうも』
E夫人が保川に『すぐ人を斬りたがる
ﾌは悪い癖です』（＃54では「すぐ
ｽをかけたがるのは悪い癖です』）
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・若侍の反発に菅田，「これは抑えなければな 15 ・保川『断乎斬るべき奴は…』杉田
らない」，殺傷沙汰になれば仕官もおぽつか 『いや，私は，別に…ただ……その
ないと「頭の中で考え」て，次のように説く。 見張りを生捕れば，そいつの口から
御城代の行方がわかるかも知れない
と思って』
・『私どもが陸田さんを奪い返せば，それだけ 17 ・母娘救出後，次の行動を協議中に。
でかれらの罪は暴露するわけです』 杉田『これは，自分たちの罪を御城
代に告白しているも同然です。』
・・ 專c，井坂らが集まっているとの密告状を投 59・杉田が密告に行き罠にかける提案は
じ，その場所へ敵が押し寄せた隙に城代を救 城代の所在を確信した後。なお密告
出する計画を語る。 状の計画は無し。
・井坂ら同意する。①敵の見張りを全員捕らえ， 13 ・こいそを長屋に帰した直後に杉田が
城代の所在を白状させる，②残りの同志を呼 提案。①城代の所在をつきとめ，②
び集める，③密告状を投じるなど，行動の打 母娘を奪還，③大目附の口上を聞い
ち合わせと役割分担を定める。 て次の策を考える。若侍たちは冒頭
から揃う。
外
・こいそ，三人の侍に追われながら，小雨の中
?髑繧ﾌ娘千鳥を連れて走ってくる。すでに
髢ｾけ近くなっている。
撚欝乳
ﾔ　1湾　　　ξ滑羅織饗｛購織灘
・井坂，寺田，菅田が敵方の三人を捕らえ，小『屋に連行。
撚　　　．　霧籔　　欝壌　箇鷲　　　　　　　　璽
六 ・残った見張りを捕らえに若侍達が出て行った
縺C菅田と井坂が千鳥に事情を聴く。千鳥，
髑纒v人が自害をして見張りが騒ぐ間に逃げ
骼阡､だったと話す。井坂，小屋の外に飛び
oしていく。
難叢羅灘i凄纏灘
?蜷?潔V嚢灘灘灘
・菅田が千鳥を慰め，これまでの経緯を話すう 15 ・杉田と井坂，寺田，保川の4人で監
ちに，井坂が夫人を連れて戻る。 禁中の部屋から母娘を救出。杉田が
千鳥を慰める場面は無い。
・母娘の会話。『乾し草がよく匂うこと，お母 17 ・母娘の会話の場面はほぼそのまま。
さまはこの匂いが大好きよ』「いつだってこ 夫人「乾草がよく匂うこと……』千
　　　　　　　　　　　　　　、　　　、　　　、　　　、ﾌとおり匂っていますわ，ねえ，じゅろうさ 鳥「わたし，この匂いが大好き……
ま』。 私達，よくここへ来るんですよ，ね?
え十郎様』『一度なんか，十郎様の
草 @じゅろうさまのお腕を枕にして，ほんとに眠っ
腕を枕にして，本当に眠っちゃった
?ﾅすよ』夫人「まあ御行儀の悪い』
小 てしまったことがありますわ』「まああきれ ・杉田「その二人をあきれると同時に，
屋 た』。それを見ている菅田「一これは一家ｻろって日日平安だ」
少し感嘆したような目で眺めている」
・寺田ら，残りの見張りを捕らえて戻る。敵方 17 ・こいその報告（＃13）では敵方は
は総勢7人。一人を除いて黒藤の家士。 15人程度。捕らえるのは母娘が監
七 禁されていた部屋の見張り一人のみ。~出後にその捕虜を連れて睦田邸か
ら脱出する。
・井坂と寺田相談し，密告での集合場所を「光 59・寺田を中心に若侍達が協議し『光明
　　　　　　　　　　　ママｾ寺』とする。菅田，密告書を書く。 寺』を選ぶ。杉田が密告書を書く場
面無し。
・陸田家の家士たちを解放する。寺田ら，捕虜 17 ・捕虜から情報を得られない点は同じ。
を責あるも城代の居場所に関する情報を得ら 睦田家の家士解放の場面は無い。
れず。
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”
・激しい雨になる。（この後，最終章まで降り
続く。なお映画ではどちらも雨は降らない） ←
・救出すべき相手の所在不明という状況に苛立
つ井坂，菅田に『すると，どうしますか菅田
さん』。「どうやら策戦はすべて菅田平寿に任
ぜたというふうである。」 ?? 　’
ｪ
・陸田夫人，井坂に，自害の真似をしようとし
??
たが「『自分で恥ずかしいような照れくさい ? F　　　ド
ような気持ち』になり，どうにもそんなまね
ﾍできなかった」と笑いながら語る。
　　℃轟
???
　　7♀ﾓ｛慧盤ll襲：譲1…
，
・菅田，大きなくしゃみの後，密書を投ずるの 37（当初の計画は「好物三入の家を見張
ではなく，自ら密告者として黒藤邸へ行く事 る事」のみ）
を提案。『宿賃がないので寺の縁下に寝たと “59 ・杉田，同様の提案。ただし『寺の山
云ってもいいでしょう，そこで密会している 門の上かなんかでゴロゴロしてたら』
貴方がたの密談を聞いた』。密書は破られる。 『大変興奮して大声で，黒藤断乎斬
るべし（略）などと叫んでいた』『
・菅田，若侍達1ご新しい計画を二度説明する。・ 59 ・杉田「斬るにしても，なるたけ足位
もし陸田が黒藤邸内にいると判った場合は彼 にして……』
が「火をかけて火事を起こす」，若侍達は三 ・合図によって，寺田邸から『間髪を
老臣の屋敷を見張り，それらの中間地点で 入れずに』乗り込む手筈　，
? 20人が待機，ただし「できる限り’人を傷害 61 ・合図については保川が『放火がよか
しない」と約束。やむを得ない場合でも『足 ろう』，夫人『いけませんよ……そ
くらいにしておいて下さい』と菅田。 んな乱暴な』，千鳥『椿屋敷の清水
に，なにか流すのよ』　　　　　　　　　　　　　【ρ胴訥
・菅田，出発の準備σこいそに灯油を浸ませた
ﾃ綿とぼろ傘を頼む。燧袋は井坂に借りる。
E若侍達，仲間を呼び集める行動を開始する。
働ρn戸　　　　鱈凧層閥再岡凧羅凧凧”，凧【厚P厚厚厚7F7厚
・庭先で待たされる菅田。 62（門前で杉田『裏へ廻れ？　私は物乞．
・白髪頭の老家扶が応対に現れる。菅田『御主
lに会えないのなら帰ります』。
63
いではない』）・杉田，白髪頭の男．（三太夫）に『御
@主人に会えないのなら帰ります』
・「六帖ばかり・の暗い部屋」に通される。「薄く 64 ・杉田「打物の菓子をつまんで匂いを
てぬるい茶に，徽の生えたような打物」。菅 嗅ぐと，・顔をしかめて，もとへもど
田は手をつけない。 す」
里 曹6・騨、 ・四半刻ほど後「八帖の明るい座敷」へ通され （部屋の移動は無し）
八 る。内庭を隔そた土蔵から「手籠のような物」 81 ・一x廊下に出た杉田，膳や櫃をもっ
を持った侍が出てくるのを見る。 た三太夫が蔵を出るのを目撃，城代
の監禁場所と確信。ただし，黒藤と・
の対面後。
藤 ・黒藤登場。菅田の話を信じ，彼が寺の縁の下 67．69・杉田，集まっていた人数を「百二，
で聞いたという名前を書きとめ，配下に調査 三十名」と述べる。黒藤は書きとあ
を命じる。 ず，ただちに茶室に。（＃70－73）
・菅田，黒藤に食事をねだる。黒藤，承諾して 69・・ 蕪｡頷くが，杉田の言葉を最後まで
邸 退室。　　　． 聞かずに退室。，
’。 烽ﾆの六帖で食事。「どす黒い飯に，冷えた 82 ・＃84，86，89にわたっで，三ノ膳ま
味噌汁と漬物だけ」。その間に家の中がざわ での食事。杉田，『満腹』になるま1
つき出す。 で押し込む。
九 ・菅田，中廊下に出て探索を始めるも誰何され 92．93・杉田を誰何した侍，部屋に同行し，
もどる。その間，老職が二名『御内談』のた そのまま居座る。
めに急遽来訪したことを知る。奥に「なにか
ある」と焦りつつも動けない。
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厚　　厚　　7　，　　，宮層　　，，　　n　　ρ，ρ，，卿瓢　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　7　　厚「ρ息　　　　　　　　　　　　層　　　　々　　　　斤
。手籠を提げた侍が食膳を下げに来た様子から， ?
と　だな
先程の土蔵に思い当たった菅田，戸納の蒲団
o
・吊ρφ幽阜“　　・砲・　　，　　　　　　　　　　　　　　　曹炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，響
。約半刻ばかり後，裏手から多数の人々の騒ぐ 75 ・杉田が「ものものしい足音が遠ざか
る」のを聞く。
躍「，順窟ou 晶9ρ
・やがて，「かなりな頭数」の騎馬が屋敷を出，
てんじょう
遠ざかる音。菅田火をつけ，天床の板を外 ?
す。
い弔準軽σ　　　‘ ・“・　　　　　　・　　…　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　學　　學　　　　　・　　6サ　　　　　　　　　リ　　　　“　　　　　r
九 黒
・敵方の侍に発見され，菅田抜刀するが，相手
ﾍ『火事だ』と絶叫しながら走り去る。菅田，
95－99・光明寺の嘘が露見し，追われて廊下
?魔髏剴c。中庭に降り椿をむしり
身支度をして廊下を奥へ進み，中庭に飛び出 始めたところでねじ伏せられる。
す。「屋根と庇のあいだから灰色の煙が吹き
出して，雨の中へとたなびき流れるの」を見
る。
藤 ・菅田，土蔵の前で敵方の侍におどりかかるが 121・杉田の立ち合いは無し。若侍達と
転倒，そこへ寺田達が駆けつける。菅田『斬っ ともに「（颯爽と怒鳴る）神妙にし
てはいけません，陸田さんはその土蔵の中に． ろッ！！』。黒藤を追う保川に『斬っ
います，もうこっちのものですから』 てはいけません……斬るなら，足だ
ノ
け』
邸 ・菅田，心の中でつぶやく，「完全な成功だ」。
?????
　　　　　　照　～　．　　1　躍垂爵　難灘難　犠　　…
・菅田の「建策」で光明寺へ向かった討手も捕
@らえられる。
E井坂によつて，救出された城代に引き合わさ
?，??
れた菅田，「謙遜で品位ある態度を示」す。・井坂，菅田から燧袋を不審そうに「指で摘ん
ﾅ受取」る。
??? 雛灘i灘標　難鍵蜩蜩?蜩
・陸田ら，黒藤邸の閉鎖，残りの老職たちの護
? ．・羅象　繋一蟹
送の手配などを済ませると菅田が消えている
ｱとに気づく。邸内を捜索するも見つからず。
臼　葺　塾　　　も
　　　懸灘鍵灘垂　凹　　巳』r　　』　，　　‘詑「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ
，
・雨の中を「しょんぼりと歩」きながらつぶや 130・杉田「尾羽打枯らした姿でボクボク
く菅田。『虚栄心か，偽善かもしれない』， 歩いている」。ヴォイス・オーヴァー
「策戦が完全に成功し，一つの齪賠もなくす 「いったい俺は何故　げ出したんだ
十 べてが完了したとき，そうだ，おれは索漠と （略）手柄を手蔓に仕官なぞと，お
恥ずかしくなり，いたたまれなくなった」， ぞましい事は考えたくなかった……
街 『これは侍の良心の問題だ』。同時に，腹の中 つまり，これは虚栄心というより，
で彼を非難する声，『この虚栄心の強い偽善 侍の良心の問題だ（略）嘘をつけ！！
者め』，『こんなに空腹で無一物でどうするん …… ｶゃ何故，そんなふうにのろの
だ』。 ろ歩いてるンだ！1（略）偽善者め！U
・馬を飛ばしてきた井坂，菅田に追いつく。 ・井坂，寺田，保川，馬で追いつく。
・陸田に，藩の内紛を知られた菅田を「よそへ ・井坂『貴方が帰らなかったら，伯母
道 やるわけにはいかない」と「どなられた」と が一番悲しみますよ』
いう井坂，戻るよう懇願する。 ・杉田『では，帰りましょう』「つい
・菅田，「御藩の平安のためですから戻りましょ 知らずお辞儀をして，井坂達を見廻
う」と答えつつ，「つい知らずおじぎをし」， し，もう我慢しきれずにニッコリし
井坂を見て「もうがまんしきれずに笑いなが て『どうも有難う』」
ら」，「どうも有難う』。 N
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映画「椿三十郎」とその“原作”
3
　このように，小説「日日平安」とシナリオ「日々平安」，さらにその改稿版である「椿三十
郎」と，三つのテクストをストーリーにおいて比較してみると，その根幹が最後まで残され，
「日日平安」が，一見大きく異なる印象を与える映画「椿三十郎」の《原作》であることの具
体的な様相が見えてくる。たとえば城代夫人とその娘との《日日平安》ぷり（eg．第六・七章一
「日」＃17－「椿」＃16）の共通性において象徴的な何かが，これらが，それぞれ独立した別個
の作品でありながら，同時に，ある意味では《同じ作品》でもあることの本質を示しているは
ずである。
　こうした詳細な異同に目を向けつつ，それぞれのテクスト全体との関係を考察することで，
シナリオ執筆と改稿の過程において，その《同じ》であることを保つために何が守られたのか，
つまり，《同じ》であるためには改変できないとの判断と，改変や付加をしてもその《同じ》
であることは殿損されないという判断とに共有される，いわば《同じ作品》であることを保つ
規準として，どのようなことが前提されていたのかを，さまざまに検証，分析することが可能
となる。そのことによって，異なる作品でもあるのに《同じ作品》とも呼び得ることのはらむ
本質的な意味，すなわち，作品とは何かという問いを考えていくうえでの有効なヒントが得ら
れるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈注〉
（1）「日日平安」は，1954年7月，『サンデー毎日』臨時増刊涼風特別号に発表された。「日々平安」
　　は，『映画評論』1958年9月，目次および第一頁（p．126）の署名は「黒沢明」で，「監督……堀川
　　弘通」と併記されている。「椿三十郎」は，1962年1月公開（東宝・黒澤プロ），本稿で使用した
　　シナリオは，『全集黒澤明　第五巻』岩波書店，1988年3月，による。ただし，「椿三十郎」は，
　　菊島隆三，小国英雄との共同執筆である。
（2）　佐藤忠男「作品解題」，『全集黒澤明　第五巻』p．370．
（3）　ちなみに，堀川弘通は，「日々平安」完成の時点で黒澤が「椿の花だけ，カラーにならんかナ』
　　と述べたと記している。堀川『評伝黒澤明』筑摩書房，2003年9月，p．248参照。
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